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4．　髄膜腫術後（輸血後）にGV肛）（graft
　　　versus　host　disease）で死亡したと思わ
　　　れる1例
　（脳神経外科学）　三木　　保，丸野　　透，
　　鬼塚　俊朗，武田　泰明，三輪　哲郎
　髄膜腫術後に輸血後graft　versus　host　disease
（以下GVHD）を併発し死亡したと思われる一例
を経験したので若干の文献的考察を加えて報告した。
　症例は54歳女性で，左不全マヒで発症した右前
頭葉のhigh　convexity　meningioma（transitional
type）で通常の全麻下に一塊に摘出した。術中出
血は973酩で濃厚赤血球7U，新解凍結血漿7U
を輸血した。
　術後経過は極めて良好であったが，術後11日目
に腹痛，12日目には発熱，全身性紅斑を呈し，更
には肝機能障害，汎血球減少症がみられ，術後16
日には意識障害，DIC，腎不全にて死亡した。皮膚
生検では表皮，真皮上層のリンパ球浸潤，satellite
cell　necrosisがみられ術後（輸血後）GVHDと診
断した。脳外科領域のGVHD報告例はほとんどな
く，また，自験例の様な悪性腫瘍でもなく，免疫
不全状態でもない一般的疾患術後のこの様な合併
症の存在は極めて脅威であり早急に対応策の検討
が必要と思われた。
　6．　PAIの妊娠組織内局在と，そのgene
　　　　expressionについて
　　（産婦人科学）　鈴木　康伸，野立　　環，
　　　　足立　　匡，井坂　恵一，高山　雅臣
　Plasminogerl　activator（PA）とそのインヒビター
であるPlasminogen　activator　inhibitor（PAI）は
妊娠機構に重要な役割を果している。今回当教室
では，PAIの妊娠組織内局在と，そのgene発現
について検討した。
対象，方法：妊娠組織を固定し，モノクロナール
PAI－1，　PAI－2抗体を用いて酵素抗体法を行ない
光顕，電顕レベルで観察を行なった。また，gene
発現については，RNAを精製後，　PAIオリゴヌク
レオチドprobeを用いてNorthern　blotting法を用
いて行なった。
結果：PAI－2は，絨毛組織及び脱落膜細胞に広く
分布しており，それらの細胞から産生されている
ことが確認された。geneレベルでも，これらの結
果と一致する所見が得られた。
考察：妊娠組織内では，妊娠初期よりPAIことに
PAI　2が産生分泌されており，PAとともに胎盤を
はじめとする妊娠組織の構築に重要な働きをして
いることが示唆された。
　5．　血漿中トロソボモジュリソ測定法の検討
　　（臨床病理学）　天野　景裕，植田　基生，
　　　　稲葉　　浩，山元　泰之，新井　盛夫，
　　　　依藤　　寿，福武　勝幸，藤巻　道男
【目的】　近年，遊離型トロソボモジュリソ（TM）
が血中にも存在することが知られ，その機能や臨
床的意義が注目されている。今回，我々は，EIA
によるTM測定キソト（三菱瓦斯化学株式会社）
の基礎的および臨床的検討を行ったので報告する。
【方法及び結果】　抗TM抗体をCoatingしたマ
イクロプレートにペルオキシダーゼ標識抗TM抗
体と検体とを同時に加えるsandwich　E　IAを用いて
行った。基礎的検討と健常者およびDIC患者の血
漿のTM濃度を求めた。正常値：男女各20名ずつ
40名の測定にて男性，女性，全体の順に，16．40±
7．35ng／m尼，15．01士6．45　ng／mf，　15．73±6．98ng／m尼
であり男女間に有意な差は認められなかった。
DIC：6症例64検体の測定にて30．31±11．28　ng／nf
と健常者に比して有意の増加が認められた。
【まとめ】　本検査法におけるTM測定は良好な
精度を示し，また，DICの診断及び病勢把握に有
用であることが示唆された。
7．　　トロソボキサンA2合成酵素阻害剤使用中
　　　のクモ膜下出血患者の凝固線溶機能
　　　　　一二使用症例との比較一
　（八王子医療C・脳神経外科）
　　　中村　達也，長谷川浩一，永井　恭介，
　　　福田　忠治，蓮江　正道
　我々はくも膜下出血早期手術後にTXA21．使用し
た37例（TXA21．使用：A群29例，非使用：B群18
例）に凝血学的検討を行った。PT，fibrinogen，
FDP，血小板にてA群に異常値を示すものが多く，
DICscore　6点以上がA群では5例に対し，B群で
は術後より急速に凝血学的悪化を来たし死亡した
2例のみであった。出血性合併症としてA群では
術後，硬膜外血腫を生じたものが2例，脳内血腫
を生じたものが1例認められたが，B群には認め
られなかった。
　TXA21は血小板にて産生される強力な血管攣縮
作用をもつTXA2の合成を阻害することにより選
択的にVasospasmのみを防止すると言われ，他の
凝固系には影響を与えないと言われている。しか
し我々の経験した症例では一部の症例に致命的な
凝固障害や頭蓋内血腫を生ずる例が認められ
TXA21を使うに際し凝血学的な検査を充分に行い
慎重に投与する必要があると考えられた。
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